
　　　講　演　概　要
 I　最新レーザ発振器と展望
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〒101ｰ8324　
東京都千代田区神田駿河台 3‐11-5
中央大学駿河台記念館　510 号室

   最寄駅：
　　JR 中央線「御茶の水駅」徒歩 3 分
   営団地下鉄 丸の内線「御茶の水駅」徒歩6 分
   営団地下鉄 千代田線「新御茶の水駅」徒歩3 分

　9：00～　開　場　　　　　　　　　題　　　名                   　　　  所属   　講師（敬称略）

① 「レーザ装置の将来展望」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電気通信大学　レーザー新世代研究センター　植田憲一，西岡　一
　無人化生産システムの発展とレーザ装置そのものの進歩によって，レーザ装置の産業応用に本格的普及の潮
流が始まっている．ファイバーレーザや固体レーザの進化は急で，デザイン可能なレーザ素子を使った方向が
生み出された．レーザの世界を変えつつある高出力ファイバーレーザやセラミックレーザなど新しい固体レー
ザの進展を紹介しながら，最先端レーザ技術の方向と，それらが応用される産業用レーザの方向性について検
討する．

② 「スポットサイズとビーム品質が溶接特性に及ぼす影響」　　　　ＴＷＩ（英国溶接研究所）David Howse
ファイバー伝送の高出力固体レーザは加工に大きな利益をもたらしている．今日，ファイバー伝送の連続発振
レーザにおいて利用できるビーム品質の幅も広がり，特定の応用に対してはビーム品質の選択が必要になってき
た．出力一定でビーム品質の異なるレーザ発振器の比較から，アルミと鋼材の薄板・厚板の溶接を比較すること
で溶接特性に及ぼすレーザビームの品質の問題を述べる．

Ⅱ　最先端加工装置と応用
③「炭酸ガスレーザ加工機の普及とその技術変遷」　　　　　　　　三菱電機㈱レーザシステム部　村井　融
高速・高精度を特長とし，薄板板金加工の試作分野を中心に急速に普及を遂げた炭酸ガスレーザ加工機の市場動
向と，1980年代から現在に至るまでの加工技術やハードウェア，ソフトウェアの技術変遷について述べる．
また，各種工作機械とレーザ加工機の比較，信頼性と生産性の更なる向上により今後も適用拡大が期待される
レーザ加工機の展望についても触れる．

④「固体レーザによる薄膜加工技術」　　　　　　　　芝浦メカトロニクス㈱レーザシステム事業部　岩間誠司
フラットディスプレイパネル（FPD）や薄膜太陽電池に代表される大面積の平板タイプのデバイスは，基板の表
面にいろいろな機能薄膜が積層する構造であり，CVDやスパッタなどの薄膜形成技術とパターニング技術が重要
な製造プロセス技術となる．本講演ではこのようなデバイスの薄膜レーザパターニング加工を中心にリペア加工，

トリミング加工などの最新技術を紹介するとともに，そのメリットおよび課題について解説する．

⑤「ファイバーレーザの加工装置と応用」　　 住友重機械アドバンストマシナリー㈱ レーザシステム部　青木誠二
ファイバーレーザは通信用として用いられ，その歴史は比較的長い．ここ数年の開発で信頼性向上し大出力化
が行なわれたことで産業用加工レーザとして用いられるようになってきた．当社も2004年よりＩＰＧフォトニ
クス社製ファイバーレーザを使用した加工システムを販売している．今回は当社ファイバーレーザの概要とそ
の加工システム及び周辺機器を紹介する．

⑥ 「ＹＡＧ第４高調波レーザ加工装置と応用」　　　　　　　　　タカノ(株)画像計測グループ 　矢島正男
ランプ励起Nd-ＹＡＧ第４高調波を用いたレーザ加工装置UVTS-4300の構成と，オリジナル言語による加工プ
ログラミング・シミュレーション環境を紹介する．また，本装置の応用例としてガラス・金属・複合材料など
の加工事例を紹介する．

⑦「半導体パッケージの開発動向とレーザ装置の利用事例」 　富士通(株)LSI事業本部 LSI実装統括部　早坂 昇
民生用半導体では，携帯機器，カード実装に必要なウェーハ・チップ薄化技術を採用した小型・薄型化パッケー
ジやSiP(System in Package)の開発・量産が行われている．本発表では，最新の半導体パッケージへの要求
事項と開発動向について解説するとともに，実際の工程へレーザ加工装置を導入するための課題，導入事例に

ついて紹介する．

⑧「フェムト秒レーザを用いた新しいレーザ加工の可能性」　　 　　タレスレーザ㈱　Gerard Marquebille
現在のフェムト秒レーザの基本技術と産業用に開発されたレーザの性能について解説する．また，従来のナノ
秒レーザを用いた加工技術との違いを明らかにし，新しい材料加工への可能性を探る．当社のフェムト秒レー
ザ装置を用いて行ったサンプル加工例も合わせて紹介する．

⑨ 「ディスクレーザの最新装置と応用」　　　　　　　　　    　　トルンプ㈱　レーザ事業部　門屋輝慶
ここ数年，多数の高出力ディスクレーザが，各分野の製造ラインで実用されている．これは，実用ラインでの
装置の信頼性が優れているだけでなく，メンテナンスが容易なこと，ランニングコストが低いこと，10ｋ W
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会場案内図

「レーザ装置の将来展望」　　　　　　　　　  　　 電気通信大学   植田憲一、西岡 一
「スポットサイズとビーム品質が溶接特性に及ぼす影響」  英国溶接研究所 David Howse 　
　　休　憩

「炭酸ガスレーザ加工機の普及とその技術変遷」　　　　  　  　三菱電機㈱　村井　融　　
「固体レーザによる薄膜加工技術」　　　　　　　    芝浦メカトロニクス㈱　岩間誠司　
　　昼　食
「ファイバーレーザの加工装置と応用」　　   住友重機械アドバンストマシナリー ㈱  青木誠二
「ＹＡＧ第４高調波レーザ加工装置と応用」　　　　　　　     　  タカノ㈱　矢島正男
　　コーヒーブレイク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「半導体パッケージの開発動向とレーザ装置の利用事例」　　　　　　富士通㈱　早坂 昇　
「フェムト秒レーザを用いた新しいレーザ加工の可能性」タレスレーザ㈱Gerard Marquebille
「ディスクレーザの最新装置と応用」　　　　　　　　　　　　  トルンプ㈱　門屋輝慶　
総合討論
閉会の挨拶

　　　　　　　　　　　　　 （講演順序は若干変更になる場合がございます.　予めご了承下さい）
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以上の高出力でもビーム品質や信頼性の低下の懸念がな
いことなどが期待されているためでもある．これら技術
的に優れている理由を解説する．また，自動車分野をは
じめ具体的な実用例を示す．
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1.　開催日　2006 年(平成 18 年)11 月 10 日(金)　
2.　定　員　50 名
3 .　参加費　会員（協賛団体の会員も含みます）　　2 0 , 0 0 0 円
　　　　　　非会員　　 　　　　　　　　　　　　30 , 0 0 0 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　（なお、開催前々日までに本会に入会されますと，会員扱いと致します．
　　　　　　　　　 会員参加費＋本会年会費（4,000 円 + 500 円入会金））　
4.　申込締切日　2006 年(平成 18 年）10 月 27 日(金）　必着
5 . 　申込方法　　下記申込書をファクシミリ・E メール等にて送信のうえ，下記の振込先へ
　　　　　     振込み頂くか，参加費を添えて現金書留にてご送付下さい .　
　　　　　　    なお，定員に達し次第締め切りますので，予め申込状況を事務局へお　
　　　　       問い合わせください.
6 . 　申込先　レーザ協会事務局　
　　　　　　　　〒 236-0043　横浜市金沢区大川 3-1
　　                    　　　　東急車輛製造株式会社　技術開発室気付

TEL & FAX: 045-701-9759(専用)
E-mail: laser@tokyu-car.co.jp

                  レーザ協会ホームページ:　http://wwwsoc.nii.ac.jp/jslt/
　　         銀行振込：三菱東京 UFJ 銀行　日本橋中央支店　
　　　　　　　　　　　　　　　　（普通) 116 2 7 7 3  　口座名称　レーザキョウカイ
　　　　　　郵便振替：口座番号　00100 - 9 - 4 2 5 6 2 5　口座名称　レーザ協会

                              　            　切り取り線

200 6 年　　月　　日　
第 3 0 回レーザ協会セミナー　参加申込書

（申込は郵送・F A X 送信・必要項目記載の E メール送信でも結構です）

     勤   　 務   　先            所　          属

   氏　　名　(フリカナ）                  住　　　　　　所

TEL: 　FAX: E-mail:

所属学協会・団体：　①レーザ協会　　②協賛団体　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　（丸を付けて下さい）　 　 　③その他　　　　　　　　　　　　　　　　
　　  　
請求書の有無　　①有　②無     参加費振込予定日　　2006 年　　　月　　　　日

第第第第第3030303030 回レーザ回レーザ回レーザ回レーザ回レーザ協会セミナー協会セミナー協会セミナー協会セミナー協会セミナー

レーザ加工レーザ加工レーザ加工レーザ加工レーザ加工20062006200620062006　　　　　

－　－　－　－　－　使える現場の最先端レーザ技術　－　－　－　－　－

開催日　　2006年(平成18年)11月10日(金)　
時　間  　9:15～17:00
場  所  　中央大学駿河台記念館510号室　
    〒 101ｰ8324　東京都千代田区神田駿河台3‐11-5
               TEL：03-3292-3111（記念館事務室）
　　　　　　　　　　　　　（案内図は裏面にございます）
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主催：レーザ協会
協賛（依頼中も含む）

レーザ加工が新しい生産加工技術として産業界に広く用いられるようになって,最早
四半世紀を優に経過しています．その間，レーザ加工は従来の代替技術から，レーザ
でしか成し得ない特異な加工技術も出現するに至っています．当協会ではこの実用化
の歴史にあわせて研究会やセミナーを開催し,レーザ技術の問題点や新しい動向など
について広範囲に情報を提供して参りました．
セミナーに関しましては,皆様のご支援により第３０回目を迎えることができました．

今回は,

レーザ加工2006　――使える現場の最先端レーザ技術――

というテーマで企画いたしました．先端技術のみを追うばかりでなく,初心に帰りま

して加工現場で既に定着しているレーザ装置と応用技術をレビューし，改めて各種の
先端レーザ装置と応用を展望し，最新の加工技術の現状と将来に関する話題を提供い
たします．
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